
主催 ：文教大学教育学部学校教育課程社会専修伊藤研究室 （伊藤裕康 ）  

第 1 回  社会・生活系教科開発実践懇話会  

日時  令和 5 年 3 月 12 日 (日 )13 時 00 分～ 16 時 30 分 (12 時 30 分開場 ) 

場所  文教大学越谷キャンパス 8 号館 4 階 8402 教室        参加無料  

 

プログラム  

 
1. 社会・生活系教科開発実践懇話会設立の趣旨説明（ 13 時 00 分～ 13 時 10 分）  

2. 鳴門教育大学大学院教授  金野誠志先生講演（ 13 時 15 分～ 14 時 50 分）  

「 「かかわり」を重ねて「なる」教師 – 社会科教育を基盤とした経験と出会いの広がりから-」  

～  休憩  ～  （ 14 時 50 分～ 15 時 00 分）  

3. 講演への質疑応答（ 15 時 00 分～ 15 時 20 分）  

4. 文教大学教育学部伊藤研究室委託生・秩父市立原谷小学校教諭  宮原大輔先生  

研究報告   小学校 3 年生社会科「市の移り変わり」  （ 15 時 25 分～ 16 時 00 分）  

5. 報告への質疑応答（ 16 時 00 分～ 16 時 20 分）  

6. 今後の社会科・生活系教科開発実践懇話会（ 16 時 20 分～ 16 時 30 分）  

 

社会・生活系教科開発実践懇話会（略称 ：社 ・生懇）とは？？  

  

学 級 経 営 が上 手 くできていないと ,  子 供 との信 頼 関 係 の構 築 は難 しい。  学 級 経 営 が大 切 となるが ,  

残 念 ながら ,  大 学 には子 どもがいない。学 級 経 営 の実 際 を学 ぶことは不 可 能 である。教 育 実 習 でも ,  学

ぶことは困 難 である。子 供 の担 任 となり ,  責 任 を持 って子 供 と正 対 しないと学 級 経 営 の実 際 は学 べない。

担 任 となって最 初 は ,  おそらく上 手 くいかないことが多 い。そこで ,社 会 ・ 生 活 系 教 科 開 発 実 践 懇 話 会

（ 文 教 を付 けていないのはオープンな会 にしたいから。略 称 として社 ・ 生 懇 。以 下 社 ・ 生 懇 。） の開 催 を企

画 した。  

 社 ・ 生 懇 は ,  社 会 と生 活 が中 黒 で結 ばれている。社 会 科 だけにこだわらないということである。地 歴 科 ,  

公 民 科 ,  生 活 科 ,  道 徳 という社 会 科 と関 係 の深 い社 会 系 諸 教 科 は言 うに及 ばす ,  総 合 的 な学 習 の時

間 ,  そして家 庭 科 ,  特 活 なども懇 話 の対 象 とする。特 に ,  家 庭 科 は ,  従 来 から消 費 者 教 育 や家 庭 経 済

の面 から社 会 科 との接 点 があった。最 近 は金 融 教 育 的 な面 も強 めており ,  社 会 科 との繋 がりはいよいよ

増 している。  

 さて ,  社 会 科 について懇 話 する会 は他 にもある。また ,  社 会 科 だけでなく小 学 校 全 般 について懇 話 する

会 も他 にもある。社 ・ 生 懇 は ,  校 種 を問 わず ,  社 会 系 諸 教 科 と家 庭 科 ,  特 活 なども懇 話 の対 象 とし ,  そ

れと関 わる学 級 経 営 等 教 育 全 般 を懇 話 の対 象 とする。ここが ,  社 ・ 生 懇 と他 の会 との違 いである。さらに ,  

教 科 等 横 断 的 な教 育 課 程 の編 成 が求 められており ,  その観 点 からも屋 上 屋 を架 すことにならず ,  社 ・ 生

懇 を立 ち上 げる意 義 がある。社 ・ 生 懇 を継 続 して開 催 し ,  可 能 ならば月 例 会 も行 おうと思 う。社 ・ 生 懇 で

は ,  教 育 現 場 での悩 みや工 夫 したこと ,  研 究 したことを披 瀝 し合 い ,  参 加 者 で討 議 して集 合 知 により ,  

問 題 解 決 の糸 口 を探 ろうとする場 にしたいと思 う。  



講師紹介  金野誠志先生（鳴門教育大学大学院学校教育研究科教授，社会専修 OG）  

～ご経歴～  

・ 尾道市立日比崎小学校教諭  

・ シンガポール日本人小学校小学部教諭 （文部省派遣 ）  

・ 尾道市立日比崎小学校主幹教諭  

・ 尾道市立土堂小学校教頭  

・ 鳴門教育大学大学院学校教育研究科准教授  

・ 兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科博士課程 （兼職 ）  

・ 鳴門教育大学大学院学校教育研究科教授  

主な著書・論文  

・ 地域遺産 ・世界遺産 の価値を伝え合い自他の文化理解を深める授業試案 -「 ウルル ,  カタ・ジュタ

国立公園 」と「紅毛城 及其週遭歴史建築群 」を対照して- ,2021,地理教育研究第 29 号 ,11-20 

・ 台 湾での歴 史 の相 対 化と日 本の教 育への示 唆 -「 郷 土 」 教 材 を捉える新 北 市の学 習 者の視 点に

着目して ,  2021,日本教育大学教育研究年報第 39 集 ,  37-50 

・ 台 湾の「 郷 土 」 教 材 と日治 時 期の近 代 化 形 成及び文 化 遺産との関連に関する考 察 -「 烏 山頭 水

庫及嘉南大圳 」を事例として ,  地理教育研究第 28, 22-32 

・ 『 小学校  新 モラルジレンマ教材と授業展 開 』 2017,（ 分担 ） ,  明 治図書 ,  「 ニホンザルを守るとい

うこと」及び「 ソメイヨシノとむかえる春 」 ,  125-137 

・ 『 地理 教 育 研 究の新 展開 』 201６ ,（ 分担 ） ,  古今 書 院 ,  「 広 領域 総合 科 目 小学 校 社会 としての

国土学習の改善 -〈 国 土 〉 に対する理解と愛情の関係性に着目して-」 ,  219-229 

ご案内及びお問い合わせ  

〇  本大学は ,駐車場がありません。車でお越しの方は ,近隣の有料駐車場をご利用下さい。  

〇  本大学は ,東武スカイツリーライン（東武伊勢崎線 ）北越谷駅から徒歩 13 分程度です。  

〇  本会は ,対面及びオンライン（ Google meet） のハイブリッド型で開催します。オンライン参加の方

は ,以下の URL や QR コードより入室下さい。開会 15 分前 （ 12 時 45 分 ）より入室可能です。  

URL ： https ://meet .google.com/rut-yjjm-nqt  ダイヤルイン :   3102-287-(US) +1 929

#738 526 517PIN:   

QR コード             文教大学教育学部学校教育課程社会専修伊藤研究室  

TEL： 090-7578-7582 Gmail： hitou.bunkyo.ac.jp

北越谷駅 （西口 ）から文教大学越谷キャンパス  

 

新型コロナウイルス感染症  

拡大防止のご協力  
 

・ 会 場では， 出 来るだけマスクを

ご着用願います。  

･入り口で，消毒を願います。  

・ 少しでも体調が優れない方は，

無 理 をなさらず， オンラインで

ご参加願います。  

至
大
袋 

至
越
谷 


	第1回　社会・生活系教科開発実践懇話会
	プログラム
	1. 社会・生活系教科開発実践懇話会設立の趣旨説明（13時00分～13時10分）
	社会・生活系教科開発実践懇話会（略称：社・生懇）とは？？
	講師紹介　金野誠志先生（鳴門教育大学大学院学校教育研究科教授，社会専修OG）
	主な著書・論文
	ご案内及びお問い合わせ



